寿でくらす人々あれこれ　５４
　
寿ドヤ街ってどんな町！？
寿ドヤ街は、近年日雇労働者とその家族が暮らす町から高齢者が多くまた障がい者も増えている福祉的な町へと変化してきています。寿ドヤ街は、社会からいろいろな言われかたをされてきました。日本の最底辺の町（これ以上落ちる先がないという意味！？）、犯罪者が隠れ住む町、怖い街（車への当たり屋がいる、突然殴られる、殺される…）等々。実際と違うことがまことしやかに語られ続けています。タクシーの運転手であったり、寿に割合近い商店主であったり、不動産屋さんであったり、行政的な会合の席であったり様々ですが、一様に寿に暮らす方々が怠け者で、身勝手で非人間的であるように語られます。多分、直接的な経験に裏打ちされたことではないので抽象的に、無責任に語られるのでしょう。だから伝播する力が強いとも言えるのでしょうか。しかし、寿は空想の町ではないのでそれなりの影響力を持って語り継がれていく…のでしょうか。
寿の外で耳にする「寿ドヤ街」の語られ方にはそこで暮らす人々への人間的な負の評価が含まれているようです。人間性に問題が、意志が弱い、怠けもの、不幸な生い立ち…など。でも、このような言われ方は当っているようであたっていないのではないかと思うのが正直なところです。というのは、これらは多かれ少なかれ人間だれもが持っているものだからだと思うのです。実はこういう「風評」は、もう一つの側面を語っていると思うのですが。寿のことを語るその人自身の価値観や人間観の表現ではないかと思うのです。
　　
寿ドヤ街に住む方々は、多くの方が男性の単身者です。移動して住むようになった方々です。寿で生まれ育ったという方はいらっしゃるけどごく少数です。どのような経過をたどって寿で暮らすことになったのかは定かではありません。僕自身はその経緯はあまり大事なこととは思っていません。現在、寿で生活しているそのことが大切なことだと思っています。寿に住むようになった経緯は、仕事の縁で、病気になったことで、障がいをえて、犯罪を犯して、高齢になって、今までの住まいに住み続けられなくなって、家族と離れて、事業が続けられなくなって、勤めていた会社の倒産、派遣切りなど経済情勢や社会情勢が変わって失業になった…など、個人の事情と時代の変化の交差する中で多くの方は新たな解決を求めて寿での生活をはじめたと言えるでしょう。
かくいう僕も、顧みて思うと、小さいころから青春時代につながる感じ方、生き方の中に寿につながるものがあったのだなあと思います。そして寿につながれたことをとても幸運に思っています。生活の場でなく仕事場としてではありますが。
では、僕は寿をどう思っているのかを少し書かせていただきます。
寿の人々は、無名の人ということができるかな。地位も、名誉もありません。組織にも属していません。僕の親しかった日雇い労働者は、会合の席での自己紹介に「ただの日雇いの○○です」と言っていましたっけ。単身の方と家族で暮らしている方と大きな違いといえば、ひとりで暮らしている方は今日がすべてですが、家族のいらっしゃる方は明日も大切です。
一人で生活していらっしゃる方の相談は、当然自分のことです。誰々のためにということはほとんどありません。それだけに、自分勝手とかわがままとか言われがちです。
人のため、家族のため、何かのために生活する場合はそれが生きがいにもなります。
単身の場合は何に生きがいを求めたらよいのでしょう。寿ドヤ街には6,500人の方が住んでいます。僕の思いですが、寿の単身の方で親友と呼べる方がいらっしゃる方はほとんどいないといってよいでしょう。生きがいがあろうとなかろうと自分のために生きるのです。
自分勝手やわがままは、ひとりで生活する上での生きる大事なエネルギーだと思うのです。他人とのトラブルや喧嘩もあるでしょう。でも、その発生自体、実は生活のエネルギーです。一人になって寿で生活することになった方々に感ずる共通のエネルギーにこの「わがまま」があると思っています。今日まで生命を保ってきた力でもあると思います。でも生きる選択を狭める原因にもなってきたと思われます。不器用なんでしょう。
この「わがまま」は、その人自身の存在感と言ってもいいでしょう。組織や共同や協調には向いていないようです。でも生きるエネルギーはしっかりと保っているように感じます。
アルコール依存症者が回復して社会生活を送っていくうえで、日常生活の道具として使っているプログラムに、ＡＡの「12ステップ」があります。何年、何十年たっても依存症者はＡＡのミーティングに自主的に出席（毎日ではありませんが）することは欠かしません。それは、ミーティングに参加すると自分が楽にお酒をやめ続けることとができるからです。そして、今苦しんでいる病気の仲間の手助けをするためです。ＡＡのミーティングが誕生以来75年にわたって、世界中で今日も生きいきと続いているのは、ＡＡが組織化されていないこと。ＡＡのメンバー一人ひとりが無名であることを大切にしていることがあります。
さて、寿の単身の方々は、組織化されない（どちらかといえば苦手？）ことと無名であることはＡＡと共通するといえます。違いは、アルコール依存症者には、お酒をやめて生きるという目的とプログラム（12ステップ）と共に分かち合う仲間がいます。
寿の単身の方にはそれがないということでしょうか。
次回は…
